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農
大
祭  (
11
月
11
日
、
12
日) 

 

「
才
農
発
揮
！
業
者(
わ
ざ
も
の)

集
う
農

大
祭
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
学
生
自
治
会
に

と
っ
て
最
大
の
行
事
で
あ
る
農
大
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
前
と

同
様
の
二
日
間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

近
隣
の
方
は
も
ち
ろ
ん
遠
方
か
ら
も
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
多
く
の
来
場
者
に
青

果
物
や
花
苗
そ
し
て
農
産
加
工
品
を
お
買

い
上
げ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
他
に
も
、
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
体
験

や
農
大
○
✕
ク
イ
ズ
大
会
等
の
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
、
阿
波
す
ず
香
ウ
イ
ン
ナ
ー
や
焼

き
い
も
、
み
か
ん
や
野
菜
の
詰
め
放
題
、

そ
し
て
同
窓
会
の
協
力
の
も
と
農
大
産
も

ち
米
で
作
っ
た
餅
・
赤
飯
の
販
売
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
、
農

大
な
ら
で
は
の
企
画
が
満
載
で
、
活
気
と

笑
顔
に
満
ち
た
２
日
間
で
し
た
。 

一
ヶ
月
後
の
12
月
11
日
（
月
）
に
は
「
そ

ら
そ
う
じ
ゃ
（
学
生
が
運
営
す
る
模
擬
会

社
）
定
例
会
」
を
開
催
し
、
各
学
生
は
自

分
が
所
属
す
る
部
署
（
企
画
開
発
部
、
品

質
・
農
場
管
理
部
、
営
業
部
、
総
務
・
経

理
部
）
に
分
か
れ
、
農
大
祭
で
担
当
し
た 

 
 

 
 

業
務
内
容
を
振
り
返
り
、

次
年
度
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。 

 

                         

                        

  

収
穫
祭 (

11
月
28
日) 

 

本
行
事
は
、
１
年
次
生
が
企
画
か
ら
準

備
、
進
行
、
片
付
け
に
至
る
ま
で
の
全
て

を
取
り
仕
切
っ
て
い
ま
す
。
迷
っ
た
り
苦

労
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

学
生
自
治
会
役
員
を
中
心
に
、
１
年
次
生

皆
が
協
力
し
て
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
２
種
類
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

（
野
菜
カ
レ
ー
と
バ
タ
ー
チ
キ
ン
カ
レ
ー
）

や
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
、
シ
チ
ュ
ー
と
い
う
メ

ニ
ュ
ー
で
し
た
。
さ
ら
に
食
後
の
ス
イ
ー

ツ
と
し
て
ド
ー
ナ
ツ
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
も

振
る
舞
わ
れ
、
暖
か
な
日
差
し
の
も
と
、

和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

      

             

 

 

農業大学校新聞 

人気の米・もち米　農大産もち米を使用した餅・赤飯(同窓会)

 焼きイモ

開催の挨拶（学生自治会長[長尾さん]）


